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新政権が発足して 2か月が経過した。「アベノミクス」といわれる安倍内閣の経済財政政策は、

金融緩和、財政出動、成長戦略のいわゆる“三本の矢”でデフレ脱却と経済再生を目指すものだ。

今のところ、日本経済は堅調な回復の兆しをみせている。解散が決まった昨年 11 月中旬以降、為

替は 1 ドル＝80 円前後から 94 円台まで円安が進み、日経平均株価は 9000 円台から 1 万 1468 円

に上昇した。（2 月 20 日現在） 

 景気の「気」は気持ちの「気」である。安倍内閣の方向性や意気込みは開陳されたが、具体的

な政策は未だ何ら実施されていないにも関わらず、景気回復は一定の成果を上げている事実がそ

れを物語っている。これはこれで良いことだ。 

 

しかし、私が懸念する問題は二つある。第一の問題は無責任な将来へのツケの先送りだ。ルー

ル無き財政出動は財政規律の崩壊を意味する。既に 1000 兆円を超える日本の国債残高が際限なし

に膨れ上がることになるのだ。参議院選挙まで、なんとか有権者を誤魔化せば良いとの安易な理

由で無秩序な国債発行を繰り返すなら、その借金を返していかなければならない将来の有権者、

つまりは我々の子どもたちや孫たちへの背信行為に他ならない。このままでは「親の無計画な借

金を子が返す」理不尽な世代間格差に拍車をかけることになる。 

 

第二の問題は２％のインフレターゲットに国民の収入の増加が追い付かず、結果として国民の

可処分所得が下がり、庶民の暮らしがひっ迫することだ。そして残念ながらこの危惧も既に現実

化し始めている。「物価上昇率」という数字がある。庶民の暮らしの中で消費される日用品などの

物価がどの程度上がっているかを示す数字である。総務省の統計局が全国の店舗などに調査員を

派遣して、588 品目にも及ぶ商品の価格や家賃などをチェックしているのだが、ここ数週間で様々

な商品の物価は確実に上昇し始めている。ガソリンや灯油は 2月末までの 12 週間連続で価格が上

昇し、値上がりを実感されている方々も少なくないと思う。未だ寒さの厳しい東北地方にとって

は看過できない状況だ。さらに、その多くを輸入に頼らざるを得ない小麦や大豆、原油や肥料な

どの高騰は我々の生活を直撃するのは必至だ。 

会社やお店の売り上げや、サラリーマンの給与、農家が出荷する農産物の出荷価格が物価に比
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例して上向けば問題はない。しかし、多くのエコノミストが指摘するように、アベノミクスによ

って、国民の所得が増加し始めるのは、実は 2～3 年後といわれているのだ！小泉内閣から第一次

安倍内閣時代の格差社会の再来を絶対に許してはいけない。 

 

順調に見える安倍内閣の経済政策の陰で、時代を逆戻りさせる看過できない政策決定がなされ

ようとしている。その最たる例が民主党政権で推進した「一括交付金」の廃止だ。我々は一括交

付金 1 兆円を目標にし、今年度は 6754 億円まで予算を積み上げてきた。しかし、安倍内閣はこれ

を白紙にして、霞が関主導で予算を付ける、いわゆる「ヒモ付き補助金」を復活させてしまった。

ヒモ付き補助金を廃止して、財源と予算の決定権を地方自治体に移譲するのは「地域主権」のみ

ならず、「政治改革」の一丁目一番地だ。なぜならヒモ付き補助金の復活は、そのヒモを繰る族議

員を生き返らせ、官僚主導の政治を呼び戻すことになるからだ。 

9 種類 8 兆円にも及ぶ「自動車関連諸税」の見直しを反故にするばかりか、一般財源化された

はずの自動車重量税（約 7200 億円）を再び道路建設に特定した財源にしようとする動きはその顕

著な例だ。恣意的な予算付けの見返りに、組織的な票や献金を期待する旧態依然の政治文化を、

党派を超えて絶対に許してはいけない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【国政報告会日程】 

・ 4 月 6 日（土）14 時～菊川文化会館アエル大ホール（菊川市本所 2488-2）にて国政報告会を開催

予定。応援弁士は元防衛副大臣 渡辺周衆議院議員と初代タイガーマスク佐山サトル氏に決定！ 

・ 4 月 27 日（土）19 時～富士宮市民文化会館小ホールにて国政報告会を開催予定。応援弁士は民主

党幹事長 細野豪志 衆議院議員に決定！ 

・ 5 月 11 日（土）19 時～富士市ロゼシアター中ホールにて国政報告会を開催予定。応援弁士は民主

党幹事長 細野豪志 衆議院議員に決定！ 

【ホームページリニューアル！】 

しんば賀津也ホームページがリニューアルしました！リニューアルに伴い、活動予定やブログ、

フェイスブックやツイッターの機能を加えました。是非ご覧ください！ 

ホームページアドレス：http://www.k-shimba.com/ 

 

発行・お問い合わせ先：しんば賀津也事務所 TEL 0537-62-3355 
 

しんば賀津也プロフィール 

参議院：外交防衛委員会委員 倫理選挙特別委員会委員、憲法審査会委員 

党 職：民主党静岡県総支部連合会会長、民主党お茶振興議員連盟会長、東日本大震災・災害廃棄

物広域処理推進議員連盟（がれき処理推進議連）副会長等 

その他：静岡県馬術連盟会長、中央大学大学院公共政策研究科客員教授、富士山世界文化遺産両県

県民会議顧問、リアルジャパンプロレスコミッショナー等 

過去の主な役職：防衛副大臣（鳩山内閣、菅内閣）、外務副大臣（第三次野田改造内閣）、外交防衛委

員長、議院運営委員会筆頭理事、外交防衛委員会筆頭理事、国会対策委員長代理、予算委員会理事等 
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